
キャベツ 

コナガ 

発 生 の 動 向 

１ 基準圃場（北上市成田）におけるフェロモントラップ年間誘殺数は、平成29年以降、概ね増加傾向である（図

１）。特に、令和７年は４月第３半旬から急増し、７月第３半旬まで平年より多く推移した（図２）。 

２ 特定圃場（軽米町）におけるフェロモントラップへの年間誘殺数は、令和２年以降、増加している（図３）。 

３ 特定圃場（岩手町）におけるフェロモントラップへの年間誘殺数は、一部を除いて概ね平年並に推移してい

る（図４）。 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

防 除 対 策 

１ 本種は本県露地での越冬は難しいと考えられるが、越冬源となる可能性がある育苗施設内の残さや雑草等は、

育苗開始前に除去する。 

２ 本県におけるコナガのフェロモントラップへの誘殺は３月以前から確認される場合もあるため、現地の発生

状況把握に努め、適期に防除する。 

３ セル苗へのかん注処理や定植時の粒剤施用に、茎葉散布を組み合わせた防除を行う。 

４ ジアミド系殺虫剤抵抗性コナガによる被害拡大を防ぐため、ジアミド系殺虫剤の使用はかん注処理を含めて

１作型１回を厳守すること。 

５ 薬剤抵抗性が発達しやすい害虫なので、系統の異なる薬剤を用いてローテーション散布を行い、１系統１作

型１回の使用にとどめる。 
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図１ 基準圃場（北上市成田）におけるコナガの

フェロモントラップ年間誘殺数の年次推移 

図３ 特定圃場（軽米町）におけるコナガのフェロ

モントラップ年間誘殺数の年次推移 
図４ 特定圃場（岩手町）におけるコナガのフェロ

モントラップ年間誘殺数の年次推移 

図２ 基準圃場（北上市成田）におけるコナガのフ

ェロモントラップ誘殺消長(R7設置：3/24) 


